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本日お伝えしたいこと

1. 2019年⼊学試験結果
2. 2020年⼊学試験の概要
3. 本学が⼊学試験で求めていること





2019 2018 2017 2016 2015

募集人員 110 110 110 110 110

志願者数 2,011 2,017 2,035 2,276 2,400

一次試験受験者数 a 1,858 1,845 1,788 2,073 2,183

一次試験合格者数 b 489 500 475 450 450

一次試験倍率 b/a 3.8 3.7 3.8 4.6 4.9

二次試験受験者数 465 473 439 422 418

二次試験合格者数 c 165 165 165 165 155

試験最終倍率 c/a 11.3 11.2 10.8 12.6 14.1

二次試験補欠者数 230 200 218 206 225

繰上合格連絡者数 d 142 103 102 151 184
実質倍率 (c + d)/a
(繰上合格含む) 6.1 6.9 6.7 6.6 6.4

入学者数 109 110 110 112 112



⼊学者の男⼥別数
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⼊学者の現浪別数
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⼊学者の出身地域区分
2019 2018 2017 2016 2015

北海道 ２
東北 １ １ ２
関東 97 97 99 92 92
信越・北陸 １ １ ２ ３
東海 ２ ２ １ ５ ９
近畿 １ ６ ２ ３ ３
中国 １ １ ２ ２ １
四国 １ ２ ２
九州・沖縄 ３ ３ ３ ３ ２
その他 ２



⼊学者の出身高校
高校名 人数 高校名 人数 高校名 人数

海城 6 國學院大學久我山 2 〇白鷗 1

暁星 6 桐蔭学園中等教育学校 2 本郷 1

聖光学院 6 浅野 2 ⽴教⼥学院 1

桜蔭 5 ※外国の学校等 2 頌栄⼥⼦学院 1

豊島岡⼥⼦学園 5 〇盛岡第一 1 カリタス⼥⼦ 1

市川 4 〇浦和（県⽴） 1 フェリス⼥学院 1

白百合学園 4 開智 1 〇厚木 1

渋谷教育学園幕張 3 昭和学院秀英 1 森村学園高等部 1

渋谷教育学園渋谷 3 開成 1 洗足学園 1

⼥⼦学院 3 吉祥⼥⼦ 1 〇甲府南 1

巣鴨 3 桐朋 1 加藤学園暁秀 1

雙葉 3 桐朋⼥⼦ 1 〇静岡 1

学習院⼥⼦高等科 2 光塩⼥⼦学院高等科 1 修道 1

駒場東邦 2 成蹊 1 〇天王寺 1

広尾学園 2 創価 1 土佐 1

芝 2 早稲田 1 〇福岡 1

城北（私⽴） 2 ◎筑波大学附属 1 福岡大学附属大濠 1

〇⻄ 2 田園調布雙葉 1 ラ・サール 1

◎筑波大学附属駒場 2 東洋英和⼥学院高等部 1

◎東京学芸大学附属 2 〇日比谷 1



東京都地域枠⼊学試験結果
2019 2018 2017 2016 2015

募集人員 5 5 5 5 5

志願者数 86 103 95 121 120

一次試験受験者数 82 92 79 114 107

一次試験合格者数 8 17 11 19 19

二次試験合格者数 5 5 5 5 5

⼊学者数 4 5 5 5 5

注意︓繰上げ合格は原則としてありません。
「専願」で不合格の場合、一般⼊試枠での合格はありません。



http://www.jikei.ac.jp/univ/igaku/exam/gaiyo.html

http://www.jikei.ac.jp/univ/igaku/exam/chiikiwaku.html



2020年度⼊学試験日程
募集人員 110名(東京都地域枠 5名を含む）
出願期間 2020年１⽉4日（土）〜1⽉24日（⾦）

一次試験
試験日 ２⽉５日（水）
試験会場 五反田TOCビル（JR山手線・五反田8分）
合格発表日 2⽉12日（水） 午後３時

二次試験
試験日 2⽉15日（土）〜17日（⽉）のうちの１日
試験会場 本学 ⻄新橋キャンパス 大学1号館
合格発表日 2⽉22日（土） 午後3時

入学手続 第1段階(入学⾦) 3⽉2日（⽉） 午後3時まで
締切日 第2段階(授業料) 3⽉11日（水） 午後3時まで

納入⾦返還手続締切日 3⽉31日（火） 午後3時まで



一次試験



二次試験

 面接 Multiple Mini Interview (MMI)

 ⼩論⽂

課題1
7分

課題2
7分

課題3
7分

課題4
7分

課題5
7分

課題⽂を読んでテーマを設定する
60分〜120分
1200字〜2400字



英語資格・検定試験の任意提出

 報告書類
ケンブリッジ英語検定、実用英語技能検定
（英検）、GTEC、IELTS、TEAP、TEAP CBT、
TOEFL iBT、TOEIC L&R/TOEIC S&W、英検
（旧式）

 報告書類の条件
一次試験受験日の2年前（2018年2月）以降に
受験した試験結果

ですので、提出しないことで試験が
不利になることはありません。



東京都地域枠
 杏林大学・順天堂大学・慈恵大学
 都枠で3大学に合格した場合の優先順位は合格発表日

の早い順
 一次試験に合格したものの中から東京都地域枠を選択

した受験生が二次試験に進む
 東京都指定研修機関︓⼩児医療53施設・周産期医療

41施設・救急医療29施設・へき地医療14施設
 注意点︓卒業後、進路変更（内科、外科他、留学希

望）をした場合、貸与期間終了後（卒業等）一か月以
内に、奨学⾦の⾦額と所定の利⼦（10％）を合計した
⾦額を返還。返還期日までに返還されないと年率
14.6％の延滞利⼦が加算。東京都地域枠を選択する
場合には、ご家族等と充分に検討して選択ください。



令和元年5月31日
大学⼊学者選抜の公正確保等に関する有識者会議



大学⼊学者選抜に求められる「公正性」
 何よりも重要なことは、画一的な一⻫試験で正答に関

する知識の再生を問う評価に偏ったことなく、「人が
人を選ぶ」個別選抜を確⽴していくことである。

 点数だけを評価対象とすることが公平であると捉え
る、既存の「公平性」についての社会的意識を変⾰
し、それぞれの学びを支援する観点から、多様な背景
を持つ一人ひとりが積み上げてきた多様な⼒を、多様
な方法で「公正」に評価するという理念に基づく新た
な評価を確⽴していくことが不可⽋である。

新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、
大学⼊学者選抜の一体的改⾰について（平成26年12月22日 中央教育審議
会の高大接続特別部会）



公正確保に向けた方策

学生募集
• アドミッションポリシーに求める資質と能⼒として明⽰する
• 入学者選抜方法、合否判定基準等を明⽰する

出願手続き • 評価・判定に用いない情報を志願者に求めない

個別学⼒検査
• 客観式・記述式を組み合わせ、多面的・総合的に評価する
• 採点の段階では解答用紙の氏名や受験番号をマスキングする

⼩論⽂・面接
• 評価や面接を複数名で実施する
• 評価の体制や男⼥のバランスに配慮する

合否判定
• 合否判定の方法や基準を明確に定める
• 合議制の会議体で合否判定を⾏う

合格発表 • 補欠合格者の順番や繰上合格に係る連絡を開⽰する





本学のアドミッション・ポリシー

(1)変化する社会、多様な⽂化や人々の中での
医療ニーズを学び、社会における医師の職
責について学修することができる。

(2)多様な個性・異⽂化の人々と交流ができ
る。

(3)汎用的技能としての数理的スキル、論理的
思考⼒、問題解決能⼒を有する。

(4)自らの考えをまとめ、それを表現し、他者
との対話を通じて協調的に新しい知識を創
造できる。



教育理念

 医学科の教育理念は、医学の基本である"知
識・技術・医の⼼"を学ぶことによって医学を
深く理解し、豊かな人間性と倫理的・科学的
判断⼒を涵養することである。
これらのことはすなわち「病気を診ずして病
人を診よ」という建学の精神に基づいて、全
人的な医学・医療を実践するための礎を作る
ことである。



そのために⼊学試験では

 一次試験
 理科・数学・英語の筆記試験

 二次試験
 面接（MMI）
 ⼩論⽂



⼊学試験では
数理的スキル、論理的思考⼒、問題解決能⼒に
ついては、理科・数学の筆記試験で、異⽂化理
解および英語でのコミュニケーション能⼒の一
部を英語の筆記試験で評価します。自己を表現
し、他者を理解し、社会における自己の役割に
ついて考える能⼒を面接で、他者に対して自分
の考え方を論理的に伝える能⼒を面接および⼩
論⽂で評価します。さらに、知識を基に状況を
理解し、どのような⾏動が適切か判断する⼒を
面接および⼩論⽂で評価します。



⼊学試験の意義
 慈恵医大は、どのような医師を（DP）、どの

ように育てるのか（CP）、そのためにどのよ
うな⼊学者選抜を⾏うのか（AP）を明示して
います。

 そして、本学が医師養成を通じて果たそうと
している社会的責任を明示しています。

 本学は、本学の使命を果たすために、⼊学者
選抜を⾏っています。

 本学は、受験者の属性による差別や特定の個
人の意向が反映されるなどの不正は認めない
公正な⼊学者選抜を⾏なっています。



受験生の皆さんへ
学⻑からのメッセージ

（http://www.jikei.ac.jp/univ/igaku/exam/greeting.html）

どんな未来が待ち受けているのか、予測不可能
な時代です。そこでは、様々な問題に対処でき
る能⼒を身につけることが求められています。
しかし、どんな未来にあっても本学が追い求め
てきた人間中⼼の医療の意義は変わることはあ
りません。人の苦しみを理解し、人の役に⽴つ
医療をひたむきに志す人たちに、本学を志望し
てもらいたいと思っています。


